
授業科目名 基礎医学英語Ⅱ 担当教員 教授　岩田　淳

開講年次･学期 １年後期 必修/選択 必修

開講形態 演習 時間数/単位数 １単位

木曜日放課後

授業概要

ＧＩＯ（一般目標）

ＳＢＯ（行動目標）

成績評価の方法

医師にとって英語は、情報の入手、情報の発信、患者や他の医療従事者とコミュニケーションを図る上
で必須のツールです。「基礎医学英語２」では、前期「基礎医学英語１」で学習した内容を基盤に、e
ラーニング教材、医学英語のテキストを利用した語彙演習、医療面接演習、読解演習を行い、医学英語の
基礎力向上を目指します。本授業は、マルチメディア英語学習教室「eステーション」（講義棟2階）に
て、1年生を2グループに分けて、対面授業、eラーニング、ペアワーク等を組み合わせた「ブレンド型学
習（Blended-Learning）」で実施します。

オフィスアワー

・教科書：『総合医学英語テキストStep１』日本医学英語教育学会編、メディカルビュー社
・eラーニング教材「Net Academy医学英語コース」
・医学部基本語彙集3000（授業で配布）
・英和辞書（電子辞書も可）
・イヤフォン（各自で購入しておくこと）
・その他配布プリント、メディア教材
・参考書
(1) 『キクタンメディカル―1．人体の構造編』、アルク（2,800円税別）
(2) 『キクタンメディカル―2．症候と疾患編』、アルク（2,800円税別）

医学・科学に関する情報の入手や理解、また情報の発信において、英語が必須の道具であることを理解
するとともに、医学分野で頻出する基本用語の語彙演習や、主要な症候に関する英語医療面接のリスニン
グとスピーキング演習、一般的な症候に関するリーディング演習等により、医学英語の基礎力の向上を目
指す。

（１）一般的な症候や関連する体の部位にする語彙を理解する。
（２）一般的な症候に関する医療面接の会話を聞いて、概要を理解できる。
（３）英語の医療面接における基本的な表現を理解し、使うことができる。
（４）一般的な症候に関する英語の説明文を読んで理解できる。

試験(60%)、小テスト(30%)、出席、授業の取組み(10%）により評価します。授業に2/3以上の出席がな
い場合「未修」とします。

教科書･参考書･視聴覚･その他の教材


